アオウミガメ
通りがかった船がかつて残した小笠原諸島に関する記録には、砂浜中にウミガメがひしめいていたと残されている。2世紀前と比べて現在のウミガメの数は大幅に減少しているが、今でも小笠原近海では様々な種類のウミガメが泳ぐ姿を見ることができる。小笠原にやってくるカメのほとんどはアオウミガメであるが、島の近くではアカウミガメ、タイマイも時折見受けられる、。
アオウミガメは1年で2,500キロメートル以上も移動することができる。小笠原で標識を付けられたカメは、本州や伊豆諸島、九州、沖縄近海のほか、中国や南太平洋のような離れた場所でも確認されている。しかし、このように長距離移動をするにもかかわらず、産卵のためにいつも同じ砂浜に戻ってくるのである。
小笠原はアオウミガメの日本最大の繁殖地である。春になると交尾のために島にやって来て、3月の初めには沖合に成体の姿を見ることができる。メスは交尾を周期的に行うため島に2～4年ごとにやって来るが、オスについては決まった周期があるのか、それとも毎年やって来るのかは分かっていない。通常、メスは2～4回産卵し、1回ごとに場所を変える。1回の産卵で産み落とす卵は約60～150個。産卵は5～9月に行われ、7～11月に子ガメがふ化し、海に出ていく。
メスと子ガメにとって重要となるのが、暗闇と明かりである。メスは産卵のために岸に向かう前に、水面から顔を出して陸の状況を確認し、明かりが付いていたり人がいたりする場合には上陸しない。また、上陸した後も驚いたりした場合は、産卵せずに海に戻ってしまう。卵がふ化すると、子ガメは海に向かって進みだす。これは水面に映る月や星の明かりに本能的に引き寄せられるためである。しかし、信号のような人工的な明かりによって海とは逆の方向に向かってしまい、捕食者や車、およびその他の脅威となる存在により危険にさらされる場合もある。
小笠原海洋センターの研究者とボランティアは、ウミガメを保護し記録をつける活動を行っている。街の明かりがふ化を妨げる可能性のある大村海岸のようなエリアでは、卵は海洋センターの保護区域に移動され、そこで安全に成長およびふ化させることができる。ふ化した後の子ガメは同センターで飼育され、1年間保護された後に自然に帰される。理論上では、1歳になったカメは天敵によるたいていの攻撃に耐えられるだけの大きさになっているため、大人になるまで生き延びられる可能性が十分高くなるからだ。このようなプログラムはヘッドスタートプログラム（ヘッドスターティングプログラム）と呼ばれ、様々なウミガメの個体群を救うために1980年代から世界中で実施されている。
海洋センターでは屋外の水槽で泳いでいる子ガメを見物したり、エサをあげたりすることができる。また、ウミガメの生態や小笠原の人々との関係についての情報も詳しく知ることができる。




